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発表内容	
 
	
 
近年，大規模な流体シミュレーションを実現するための技術として，直交格子積み上げ法（Building-Cube Method, BCM）(1)

が注目を集め，盛んに研究されている．  
BCMでは，解析領域を 8分木で階層的に分割し，ブロックとよばれる立方体領域に分け，各ブロック毎に直交等間隔格子
を作成する．そのため，各ブロック内のデータ構造，および，データ処理アルゴリズムが簡便となり，流体解析エンジンだ
けでなく，プリ・ポスト処理を含めた解析全体の高速化が期待できる．また，省メモリ性を有する点も大規模化には有利で
ある． 
一方，BCM の各ブロックに割り当てられる格子は比較的小さく（格子点数が少なく）抑えられる傾向があり，その結果，

x軸，y軸，z軸に関する 3重ループが短くなることから，SIMD化率，スレッド並列化効率の低下により性能の低下が懸念
される．また，BCMを用いて流体解析を進める過程においては，隣接するブロック間でデータを交換する必要があるが，こ
のときブロックの表面積の総和に比例した量のデータ転送が必要となるため，多数のブロックを用いた大規模解析では，こ
のデータ転送により解析速度の低下が懸念される． 
本ポスターでは，以下の項目について検討した結果について報告する． 
 
! BCMにおけるブロックループ処理の効率化 
! BCMにおけるブロック間のデータ交換処理の特性 
! データ交換処理の高速化を目的とした，計算ノード間における通信処理と計算ノード内における演算処理の同時実行 
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          Figure 1: A hierarchical set of blocks used in a simulation based on the BCM. 
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